
 

 

 

  

私は精神保健福祉士と産業カウンセラーとして精

神疾患を持つ方を支援する仕事をしていましたが、

心理学の知識が必要な場面が多く、いつか深く心理

学を学んで臨床心理士の資格を取りたいと考えるよ

うになりました。そんな時、同僚が放送大学の全科大

学院で心理学を学んでいることを知りました。彼に

私の考えを相談するとていねいなゕドバ゗スをく

れ、奇跡的に受験に成功しました。 

しかし、心理学部を出ていない私が仕事をしなが

ら単位を取り研究調査をするのは容易ではなく、研

究調査が進まず行き詰り、退学も考えました。職場の

同僚や上司の理解や放送大学本部の先生方の励ま

しでとどまりましたが、２年で修了できず留年してし

まいました。あと１年で論文を書き上げることができ

るのだろうかと丌安でいた時に理系研究者の主人

と出会いました。彼の意見から可能性を見出すこと 

ができ、客員教員の先生が適切に方向性を示してく

ださったこともあり、無事論文を書き上げることが

できました。 

大学院の同級生は、20 代から 60 代まで、司法関

係、大学の先生、主婦など多様でした。皆さん向上心

が強く、仕事や子育てや家事で忙しいなか熱心に勉

強されていました。また福島県の方が数人おられ、

被災されながらも論文を書き上げられていました。

そんな放送大学ならではの同級生たちも、私を力づ

けてくれました。志を持つとおのずとそれを実現に

近づけるような出会いがあるものなのかもしれま

せん。３年間のすべての出会いに感謝しています。在

学中に結婚して今は愛媛県に住んでいますが、この

地での出会いがまた放送大学で学んだことを社会

に還元する機会を不えてくれると信じて前進してい

こうと思います。 
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｢丌思議な出会いに感謝｣  臨床心理プログラム 修了生 伊藤 晶子 

  

｢羽ばたく学び心｣  自然と環境 卒業生 馬場 祐子 

文部科学省認可通信教育 岡山学習センター機関紙 《URL》http://www.campus.ouj.ac.jp/~okayama/ 

５つの専攻々コースを卒業いたしましたが、惟れば
おもんみ

「月日
つきひ

に関守
せきもり

なし」でありました。 

最初の専攻の３年間は尐ない数の科目を履修して

いましたが、４年目になって卒業を目指して多くの科

目を一度に取ることになり、仕事に関係した科目、基

礎科目や共通科目などの卒業に必要な科目、興味

のある科目、単位の取れそうな科目、気分転換の出

来そうな科目などを取り合わせて学びました。はじ

めはあまり興味のなかった科目でも勉強してみる

と、知らないことを多く学べる楽しさがありました。

友人が学習している科目を覗いて、面白い科目に出

会えたこともありました。さらに興味が広がりそれが

契機となって学び続けることになりました。放送授 

業は仕事の都合で視聴出来ないこともありました

が、印刷教材を読むだけでは充分理解出来ず、視聴

し直さなければならない科目もありました。皆さん

も放送教材と印刷教材の両方を使ってしっかり勉強

していただきたいと思います。興味に尐し幅を持た

せて、ちょっとだけ枝葉を付けて、学び心を羽ばた

かせて楽しんでいただきたいと思います。 

先輩や学友の皆さんの存在が勉強を続けていく

うえで非常に大きな励みと支えになっていたと感じ

ています。皆さんもよき先輩方よき学友たちを見つ

け、そして岡山学習センターの教職員の皆様方のお

力もお借りして、より充実した大学生活を送っていっ

てください。我ら皆ともに、学びましょう。 
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卒業証書々学位記伝達式 

日時〆平成 25年 3月 24日(日)11〆00～ 

会場〆放送大学岡山学習センター6階 講義室 2 

教養学部 

    
赤迫 康代 

石岡 美香 

井藤  恵 

井上 悦子 

大下 浩希 

岡野 明子 

岡村 秀男 

重本 満子 

住寄 みどり 

田中 敏孝 

近政 友規 

筒井 二千六 

德山 克江 

西井 一恵 

山﨑 康子 

山下 恵子 

山本 佳子 

他 10名 

岡本 真美 

門野 美和 

桐岡 ふみ子 

楠葉 春樹 

河本 公美子 

五丁森 康子 

佐藤 真由美 

馬場 祐子 

松本  勲 

松本 昌子 

三坂 直江 

水上  洋 

南  照美 

安信 政男 

伊藤 晶子 

大野  保 

河口  豊 

野島 淑子 

他 1名 
教養学部生   41名 

大学院生    5名 

(敬称略々五十音順々了承の得られた方のみ氏名掲載‟ 

 

大学院 

日時〆平成 25年 3月 24日(日)13:30～ 

会場〆岡山大学文化科学系総合研究棟 

２階 共同研究室 

入学者(大学院 44人､学部 333人)のうち 100

人が出席の中､開催されました。 

岡田所長の挨拶､来賓祝辞､卒業生による体験発

表､サークル紹介､オリエンテーション等を行いま

した。 
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学生の皆さんの学習及び修学上の様々な問題について、客員教授の先生方が指導・相談に応じます。 

科目履修方法、学習方法また放送大学での修学上の疑問や丌安、悩みなどについて、皆さんを支援します。 

お気軽に学生相談室をお訪ね下さい。 

各先生方の担当時間は下表の通りです。 （月に 1～3回程度）  

 

垂水 共之 先生 

岡山大学を 3 月末に退職し、新しい生活リズムに早く慣れるようにトレーニング中です。 専門はデータ解析を中心とす

る統計学一般です。 岡山大学の最後の 10 年ほどは入試データの分析から、いつの間にか入試全体をやっていました。 

グローバル化時代を迎え、大学入試、大学教育も大きく変わろうとしていますが、 基本的なところが変わるわけでは

ありません。 その意味でデータ解析の基本を皆様に伝えることができればと思っています。 

桝田 正治 先生 

昨年、岡山大学自然科学研究科„農学系‟を定年退職し、現在、岡山大学特命„研究‟教授として野菜の≪毛管給水ひも

≫栽培手法の研究を続けております。この度、放送大学岡山学習センター客員教員として着任いたしました。専門の「園

芸学」を生活の科学として解説していきたいと考えております、と同時にいろいろな人生経験をお持ちの皆さんに接す

ることで分人としての領分をさらに高めたいと思っております。 

金曜日
第２・３

10：00～14：00

         服部　美佳 先生
                (英語学)

土曜日
※月1回：

特別セミナー
開催日

13：00～17：00

土曜日
 ※月1回：

特別セミナー
開催日

13：00～17：00

土曜日 10：00～14：00

　　　　酒井　貴志 先生
　　　　　　  (有機化学)

　　　 西田　真寿美 先生
　　　　　  (老年看護学)

         山田　剛史 先生
            (教育統計学)

         岩佐　和典 先生
            (臨床心理学)

日曜日
 ※月1回：

特別セミナー
開催日

13：00～17：00

相談日 時　間 　　担当教授　　(専門分野)

(注)担当日は毎月変動します。事前に事務室にてご確認ください。

山田 剛史 先生 

本年４月から岡山学習センターに客員教員として着任しました〃山田と申します。これまで〃面接授業で心理学実験や計

測心理学の講師を担当させて頂きました。本年度は「リサーチリテラシー入門－研究の基礎を身につけよう」と題した

特別セミナーを１年間担当させて頂きます。先日､セミナー初回を終えたところですが〃皆さんの熱意を感じて、セミナ

ーへのモチベーションを高めているところです。セミナーには続けて参加してもらえると、効果的だと思います。１年間

どうぞよろしくお願いします。 

　　　　桝田　正治 先生
　　　　　　　  (園芸学)

　　　　上浦　洋一 先生
　　　　　　  (電子工学)

水曜日
第４

10：00～14：00

木曜日 10：00～14：00

随時
原則

10：00～18：00

火曜日
第１・２

13：00～17：00

水曜日 13：00～17：00

　　　　岡田　雅夫　先生
　　　　　　　　  (法学)

　　　　虎谷　哲夫 先生
　　　　　　　  (生化学)

　　　　垂水　共之 先生
　　　　　　  (統計科学)

相談日 時　間 　　担当教授　　(専門分野)
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講師名 講座名 開催日 時間 概要 

虎谷 哲夫 

先生 

分子生物学入門 
連続出席が望ましい 

2学期も内容を継続 

7/16 8/20 

9/17 
*6月は図書館

連携講座 

13〆30 

～  
15〆00 

この特別セミナーでは、現在のバ゗オテクノロジー„生物工学‟に関心はあ

るが、生物学を本格的に学んだことのない社会人を対象に、バ゗オテクノロ

ジー関連の情報を整理して理解できるようになることを目指して、分子生物

学の基礎について勉強します。 

桝田 正治 

先生 

野菜の生育特性と

その制御法 
連続出席が望ましい 

2学期も内容を継続 

6/5 7/10 

8/22 9/11 

13〆30 

～  
15〆00 

野菜の栽培を行うに当たって、個々の植物としての生育特性を知っておく

ことはきわめて重要です。ここでは、種子発芽を植物の一生のスタートと位

置付け、その後の栄養生長から生殖成長に至る過程を５回に分けて概説しま

すが, なぜそうなのか、どうしてそうしなければならないのかといった点

を、Q＆A セミナー方式で進めて行きます。教科書として、「絵でみる野菜の

育ち方」(藤目幸擴、農文協、1,700 円、ISBN4-540-05154-7)を使用します。

生協で購入してください。 

垂水 共之 

先生 
※放送大学

の学生の

み受講可 

データ解析の実践 
連続出席が望ましい 

2学期も内容を継続 

6/19 7/17 

8/7 9/18 

13〆30 

～  
15〆00 

フリーの統計ソフト「R」を使ったデータ解析のセミナーです。最近「ビッグ々

データ」とか「データ革命」という用語が普及し始めています。その基礎のた

めにビッグではない、普通のデータをどのように眺めればよいのか、データ

からどのようにして埋もれている情報を取り出せばよいのか、実際に R を操

作しながら勉強していくセミナーです。 

上浦 洋一 

    先生 

半導体の世界

„Ⅰ‟ 

材料とデバ゗ス

の基礎 
連続出席が望ましい 

2学期も内容を継続 

6/20 7/18 

8/22 9/26 

10:30 

～  
12〆00 

20 世紀最大の発明と言われるトランジスタが生まれてから 60 年が過ぎま

した。この間半導体産業の発展が人類にもたらした恩恵は計り知れません。

世界のあらゆるモノを動かしているのが半導体であると言っても過言では

ありませんが〃実体が見えにくいのも事実です。そこで〃本セミナーでは半導

体について材料からデバ゗ス構造の基本までを学習することを目的として

連続講義を提供します。特に〃断片的な知識の羅列ではなく基礎から理解す

るという一貫した立場から解説します。 

岡田 雅夫 

先生 

『人が人を裁くと

いうこと』„小坂井敏

晶 岩波新書 2011 年‟を

読む 

6/6  6/20 

7/4 7/18 

8/8  8/29 

9/12  9/26 

13:30  

～  
15:00 

裁判は、罪を犯した人を裁くための制度ですが、実際に人を裁くのは裁判

官という人にほかなりません。神ならぬ人が人を裁くということが許される

のか、考えてみるととても難しいように思います。このセミナーでは、小坂井

敏晶著『人が人を裁くということ』を読みながら、人はなぜ罰せられるのか、

法とは何かについて議論してみたいと思います。 

酒井 貴志 

先生 

化学の目で見る

生活と健康 
連続出席が望ましい 

6/28 7/19 

8/30 9/20 

10:30 

～  
12:00 

自然が作り出したものや生活の中にある人工のいろいろな物質を、目に

見えている世界から目に見えない分子という微小のレベルまで遡って理解

することにより新しい世界が開けてくる。今まで、山の頂上から眺めて素晴ら

しいと思っていた建物も、麓におりて間近に見ると、また建物の中に入って

みるとその造りに新たな感動がある。分子という微小の世界を楽しみ、それ

がいかに生活、食品、健康などに関係しているかを理解する。 

西田真寿美 

先生 
健康と病いの社会学 

6/15 7/20 

8/9  9/14 

13:00 

～  
14:20 
(※7々8

月のみ

10:30～

11:50) 

なぜ人びとは健康についてかくも熱心に語るのでしょうか。社会の中で健

康と病はどのようにとらえられてきたのでしょうか。現代社会は健康丌安の

時代ともいわれます。必ずしも科学的根拠に基づかない健康食品ブームや

誤った健康法なども流布しています。その一方で〃高齢社会の到来〃医療費の

高騰〃地域医療々小児医療々救急医療体制のあり方などが大きな社会問題と

なっています。本セミナーでは“健康と病いの社会学”の視点から〃健康と医

療に関連した諸問題を総合的にとりあげ〃共に考える機会といたします。 

山田 剛史  

先生 

 

リサーチリテラシー
入門 

－研究のための基礎

を身につけよう－ 

連続出席が望ましい 

2学期も内容を継続 

6/8 7/20 

8/10 
*9月は図書館

連携講座 

13:30 

～  
15:00 

(※7/20

のみ

13:00～

14:30) 

リサーチリテラシーとは〃「研究„リサーチ‟を遂行するために必要な基礎

的能力」のことです。本セミナーでは〃これから本格的な研究に取り組もうと

する〃そんな人を対象に〃研究を進めるために必要となる基礎について〃紹介

して行きます。本セミナーは〃テキストに沿って行いますので〃テキストを事前

に入手して置いて下さい。テキスト〆山田剛史々林創「大学生のためのリサーチ

リテラシー入門－研究のための 8つの力」ミネルヴゔ書房 

服部 美佳  

先生 
生きた英語への扉 

6/22 7/20 

8/31 9/7 

15:00 

～  
16:30 

英語を聞いてわかるようになりたい。それは多くの学習者の望みでしょ

う。このセミナーでは語学に必要な学習方法を学びつつ、聞き取る力を養う

演習を行います。効果的に聞き取れるようになるための発音練習も行ない

ます。楽しく学べるように、今年度は教材として映画『Back to the Future』を

使用します。レベルは問いません。小さなことでもわかることを積み重ねて

いきましょう。生きた英語に触れながら尐しでも楽しく学習を進めるお手伝

いができれば幸いです。 

岩佐 和典 

先生 

臨床心理学の最前線 
連続出席が望ましい 

2学期も内容を継続 

6/21 8/18 

9/15 
*7月は図書館

連携講座 

15:00 

～  
16:30 

本セミナーでは〃臨床心理学の基本的な知識を前提としながら〃様々な援

助方法や精神疾患〃心理的々行動的問題に関する最新の知見を講義する。前

期セミナーにおいては〃まず臨床心理学援助の基本について学び〃順次〃

様々な援助方法に関する理論や研究を学んでいく。 

 

単位取得に関係なく､垂水先生の講座(放送大学生または卒業生のみ受講可)を除いて、どなたでもご参加いただけます。 

申込丌要、参加無料です。お気軽にご参加ください。【開講会場〆岡山学習センター】 

※先生のご都合により日程が変更になる場合がありますので、事前に学内掲示板やホームページ等で 

ご確認の上ご参加ください。 

„変更‟岩佐先生…6/23(日)→6/21(金)  西田先生…8/10(土)→8/9(金)  上浦先生…9/19(木)→9/26(木)  
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＜学生生活の栞 学部：Ｐ．１１３～ ／ 大学院：Ｐ．８０～＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ログインのＩＤとパスワードはそれぞれ 

ＩＤ：ハイフンなしの１０桁の学生番号 

パスワード：８桁の生年月日      例）２０１３年４月１８日  →２０１３０４１８ 

 

 

 岡山学習センターのホームページが 

新しくなりました！ 

 

４月より岡山学習センターのホームページを 

新たなものに刷新しました！ 

以前のものより、見やすく・便利になっています。 

これからもよりよいものへ更新していきますので 

何かお気づきの点がございましたらお知らせ 

ください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

充実した教務システム 

「岡山学習センターホームページ」 

岡山学習センターの学習情報の閲覧や、各種申請書のダウン

ロードなどができます。 

ぜひご活用ください。 

 

岡山学習センターホームページアドレス  

http：//www.campus.ouj.ac.jp/~okayama/index.html 
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受付期限内に学生証・所定の授業料をお持ちの上、セ

ンター事務室までお越しください。 

岡山学習センター窓口で申込 
 

下記①～④を同封して、【現金書留】で岡山学習センタ

ーへ郵送してください。 

① 追加登録申請書（学習センターホームページ・キャ

ンパスネットワークホームページからダウンロー

ド可能。もしくは平成２５年度１学期面接授業時間

割表の巻末にある申請書を利用。） 

② 所定の授業料（現金） 

③ 返信用封筒（宛先を明記、８０円切手貼付のもの） 

④ 学生証のコピー 

一度登録した科目の変更・取り消しは致しかねますの

で、ご了承ください。 

また、お電話でのお問い合わせは可能ですが、追加登

録の申請は出来ません。 

岡山学習センター窓口で申込 

 

科目名       授業日程  受付期限 

いま一度「国家」を問い直す   6/29・6/30   6/22 

                7/6 ・7/7 

江戸時代の災害と記録      6/29・6/30   6/22 

半導体の材料とデバイスの基礎  7/13・7/14   7/6 

これからの自然災害をどうするか  8/6・8/7   7/21 

追加登録対象科目（岡山） 

 

 

 

 

 

 

＜学生生活の栞 学部：Ｐ．６２～＞ 

 

平成２５年度１学期の面接授業に関して、空席のある科目について、開講学習センター及びサテライトスペース 

にて追加登録を受け付けています。 

 

空席発表：４月１８日（木） 

システムＷＡＫＡＢＡによるリアルタイム空席表示：４月２５日（木）１３時～ 

 

追加登録受付期間：４月２４日（水）１０時～７月２１日（日） 

※１ 原則として当該面接授業の開講初日の１週間前まで受け付け 

※２ １週間以上前であっても、空席が埋まり次第受け付け終了 

 

追加登録の対象科目及び空席状況は、各学習センターの掲示板・ホームページまたはキャンパスネットワーク 

ホームページ・システムＷＡＫＡＢＡにてご確認ください。 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

除籍について          ＜学生生活の栞 学部：Ｐ．９０＞ 

科目登録申請及び授業料納入を 4学期間（2年間）連続して行わない場合、自動的に除籍になります。 

 今学期末（平成２５年度 9月末）で除籍になる予定の方は、今学期の面接授業追加登録が学習を継続する 

 最後のチャンスです。学習に意欲がありながら、やむを得ない事情で登録手続きが出来ない方は下記期限 

   までに事務室へご連絡ください。                  期限：平成 25年 7月 14日まで 

 

面接授業の追加登録について 

追加登録方法（岡山学習センターで開講される科目について） 

 

5 
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通信指導の提出期限について 

                                                                        ＜学生生活の栞 学部：Ｐ．６７～＞ 

郵送での提出 

2013年 5月 20日（月）～6月 4日（火） まで 

千葉本部に必着です。提出期限より前のものや期限を過ぎての受理は出来ませんので必ず期限内に到着するように 

お願いします。 

 

ＷＥＢでの提出 

2013年 5月 13日（月）10:00～6 月 4日（火）17:00 まで 

ネットワーク環境に起因するトラブルにより提出が間に合わない場合でも未提出扱いとなりますので、余裕をもって 

提出してください。 

また、必ず提出が【完了】するまで操作をしてください。 

※１ 一部の科目はＷＥＢでの通信指導提出に対応していません。お手数ですが郵送での提出をお願いします。 

※２ ＷＥＢで通信指導を提出された場合にはそれ以前に郵送で提出していただいていた通信指導は無効となります。 

ご注意ください。 

 

 

  

 

おめでとうございます 

岡山学習センターから 

新たに名誉学生が誕生しました 
・放送大学では、教養学部の全てのコースを卒業された方々に、長年にわ

たり高い学習意欲を持ち続け、快挙を達成したことを顕彰するため『放送

大学名誉学生』制度が設けられています。 ＜学生生活の栞 学部：Ｐ．９０＞ 

・岡山学習センターにおいても同じくグランドスラム賞を設けています。 

この度、放送大学岡山学習センターにて、平成 24年度 2学期卒業生の 

馬場祐子さんに名誉学生の称号が授与されました。 

岡山学習センターグランドスラム賞を授与しました。 

 

 

 

 

 

皆さんも名誉学生を目指してみませんか？ 
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同窓会では、放送大学叢書の割引販売を行 

っています。叢書の種類は、現在 20冊を数 

えています。今回からは、それぞれの叢書の 

内容紹介を致します。今回は、「茶の湯と生 

け花の歴史」についての紹介です。 

「茶の湯と生け花の歴史  

日本の生活文化」熊倉功夫 著      

定価 ￥1,800 

本書はその表題だけ見ると、茶道や華道の歴 

史を述べたもののように見えますが、そうで 

はなく、茶道や華道を日本の「生活文化」の 

代表として捉え、その文化の内容、発展が述 

べられています。このことは、茶道や華道の 

 

歴史の学習だけではなく、日本の「文化」が他国

の文化とどう違うか、ということも学習できま

す。あなたは外国人に対して日本文化の特徴、他

の文化との違いを説明できますか？ちょっと心

配、という人にもこの本をお勧めします。国際交

流にも役立つはずです。なお、本書の著者は

2004 年以後８年間、岡山の林原美術館館長であ

られた方です。             

„以上 K〄S記‟ 

叢書の件につきましては、 

「ja4pml@gmail.com」„水川‟までご連絡くださ

い。また、叢書の見本は、学習センター６階の同窓

会事務所前に展示しています。 

 

硬式テニスクラブ【原則毎週日曜日14:00～】
場所〆岡山大学工学部テニスコート

技術に関係なくどなたでもご参加ください。

英会話クラブ【毎月第2々第4土曜日13:00～15:00】
ネ゗テゖブゲストを招いてのフリートークを行っています。

英語を話すチャンスです☆

パソコンクラブ【毎月第1･第3土曜日13:00～18:00】
コミュ二ケーション゗ンフラとしてのパソコン勉強会や、

各種講座を行い会員どうしの交流を図っています。

俳句クラブ【毎月第4日曜日　午後】
学生同士で楽しく学び合う精神をモットーに和やかな句会を

開いています。

カメラクラブ【原則毎月第2日曜日13:00～16:00】
一緒に楽しみながら写真力をUPしましょう。撮影会や宴会、各

種行事に参加ください。作品は大学内に展示できます。

中国語クラブ【月2回例会､第1･第3日曜日13:00～15:00】
楽しい雰囲気で勉強しています。

語学だけでなく､中国の生活や歴史､旅行等も行います。

日常の心理クラブ【毎月第1土曜日10:30～12:30】
毎月１回、心理学関連の講座を楽しんでいます。

講師は自薦々他薦で会員が務め、これもいい勉強になります。

゗ンドネシゕ語クラブ【原則毎週水曜14:00～16:00】
とにかくおしゃべり„対話‟を楽しむクラブです。

岡山在住の゗ンドネシゕ人とも触れ合う機会有り。

文学クラブ【月1回例会】
自分の好きな本や読みたい本を題材に話し合いをしたり､

詩や小説を創作したりしています。

歴史クラブ【隐月1回程度の例会】
講師を招いて歴史講座を開催したり､課外学習に行ったりし

て見識を深めています。

ハチハチクラブ【毎週水曜日､ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ語ｸﾗﾌﾞが始まる前､13:00～】
“何でも”クラブですが､健康太極拳を主体にしています。

その他､丌定期に旅行やパーテゖなどをします。

科学わくわくクラブ【原則最終日曜日午後例会】
手軽な実験々工作を行い科学への理解を深め、学校や公民館

等に出前して「科学わくわく講座」を行います。
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岡山大学附属図書館の利用について 

  岡山学習センター所属の学生は、岡山大学附属図書館を利用することができます。利用にあたっては、ラ゗ブラリーカード

が必要となりますので、ご希望の方は事務室へ申請してください。 

コインロッカーの利用について 
  学生控室と図書館前のコ゗ンロッカーを利用していただいていますが、ロッカー鍵の紛失や破損した場合は、紛失々破損し

た方に鍵の複製々補修の経費を負担していただきます。 

  くれぐれもコ゗ンロッカーの鍵の取り扱いには注意をお願いいたします 

インターネットでの学習 
  放送大学では、学生の皆様へのサービス向上を目指し、テレビ授業科目の゗ンターネット配信を、平成２５年度第１学期に新

規開設の３４科目を追加し、これまで配信中の科目と合わせ、計１３６科目の配信実験を４月１日(月)より実施しています。 

詳細は放送大学のホームページ„http://www.ouj.ac.jp/‟をご覧ください。 

ケーブルテレビでも放送大学を放映しています 

  岡山ネットワーク(株)、(株)倉敷ケーブルテレビ、玉島テレビ放送(株)、(株)テレビ津山、井原放送(株)、 

笠岡放送(株)、矢掛放送(株)、(株)ｹｰﾌﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸ金光の各ケーブルテレビで放映しています。その他、新見市の告知放送端

末設置世帯の方も放送大学の視聴が可能です。 

 ※詳細は「利用の手引」１２ページをご覧いただくか、各ケーブルテレビ会社にお問い合わせください。 

岡山学習センターの利用時間にご協力お願いします。 

  々通常期間は月曜日と祝日を除く、火曜日から日曜日の午前１０時から午後６時３０分までです。 

  々単位認定試験期間は午前９時から午後７時までです。 

  々閉所日は月曜日、祝日、年末年始、その他センター長が特に必要と認める日です。 

駐車場の利用について（１時間以上有料） 
  岡山大学津島キャンパスすべての駐車場が利用できます。駐車場を利用する場合、駐車許可証が必要です。 

 駐車許可証の申請は当センター事務室へお願い致します。 

 申請の手続き々条件は「平成２５年度利用の手引き」８ページから９ページに記載していますので、ご参照ください。 

(1)駐車料金 

  ①一般駐車許可証〆年額２〃４００円(月割も可能) 

  ②休日駐車許可証〆年額１〃２００円 

  ③特別駐車許可証〆月額５００円 

 

(2) 無料サービス券で対応可能なもの ※今年度より面接授業も対応となっています。 

 

Anniversary 

学ぶ。世界が変わる。 
 

ｱ.単位認定試験 ｲ.学位記伝達式 ｳ.面接授業 ｴ.特別セミナー ｵ.特別講演会 ｶ.赤レンガフォーラム 

ｷ.入学者の集い ｸ.１日体験入学 ｹ.図書館ガ゗ダンス 

 ※無料サービス券の発行は駐車券を持参のうえ、当センター事務室に申し出てください。 

 ※随時の通学、研修旅行や大学祭等の゗ベント、サークル活動は課金対象となります。 
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情報配信サービス「まなぴー通信」 

  岡山学習センターでは、最新の情報を「まなぴー通信」としてメール配信しています。„月１回程度‟ 

 パソコンまたは、携帯電話のメールゕドレスを登録された方に、学習情報や行事等のお知らせ「まなぴー通信」を配信します。 

  メールゕドレスの登録方法は、岡山学習センターメールゕドレス„okayama-sc@ouj.ac.jp‟に、氏名々学生番号々学生種別々電話番

号を入力して、件名をまなぴー通信の申し込みとわかるように記載し、登録希望のメールゕドレスからメール送信をお願いしま

す。 

「国立美術館キャンパスメンバーズ制度」 

  次の各美術館の窓口で学生証を提示すれば、所蔵作品展は無料で、特別展々共催展は割引料金で鑑賞することができます。 

【対象美術館】 

  東京国立近代美術館„東京々竹橋‟、京都国立近代美術館„京都々岡崎公園内‟、 

 国立西洋美術館„東京々上野公園内‟、国立国際美術館„大阪々中之島‟、国立新美術館„東京々六本木‟ 

※詳細は http://www.campusmembers.jp/about をご覧ください。 

学生証の受け取りはお済みですか？  

学生証は所属学習センターにて交付します。下記に該当する方は､お早めに学習センターにてお受け取りください。 

 ◇平成 25年度第 1学期に新規入学又は継続入学された方 

  学生証を受け取る際は､入学許可書(ハガキ)を提示してください。 

◇有効期限が平成 25年 3月末以前に切れている方 (全科履修生の方の有効期限は２年です。) 

  学生証を受け取る際は､期限切れの学生証を提示してください。 

         ※学生証の交付は､事前に「写真票」を提出していることが必須条件です。写真票をまだ提出していない方は､ 

        システム WAKABAの「学生カルテ」から登録するか､大学本部学生課入学受付グループへ提出してください。 

なお､学生証の交付は､写真票を提出してから 2週間程度かかります。あらかじめご了承願います。 

 

◎新入生・在学生への学生生活・学習上の助言及び相談にナビゲーターの方々が応じます。 

   平成２５年度のナビゲータースタッフ 

○佐橋   謙(教養学部 生活と福祉)     ○柴田 洋子(大学院文化科学研究科)    ○田中 敏孝(教養学部 人間と文化)      

○谷本   基(教養学部 人間の探求)    ○西島 恵子(教養学部  人間と文化)   ○藤    恵子(教養学部 生活と福祉)      

○藤原   純(教養学部 生活と福祉)     ○松本 昌子(教養学部 人間と文化)    ○水川 忠久(教養学部 人間と文化)    

○六車 公男(教養学部 生活と福祉、大学院文化科学研究科)     ○宗広 兼一(教養学部 人間と文化)     

○持川 直子(教養学部 生活と福祉)     ○山﨑 康子(教養学部 発達と教育)  

 

平成 24年 12月 31日付で退職 事務職員 藤原 敬 

平成 25年 3月 31日付で退職  事務職員 吉田 真智子   

図書職員 石原 訓志 

平成 25年 1月 1日付で着任 

 

 

事務職員 

植田 理恵 

平成 25年 4月 1日付で着任 

 

 

事務職員 

松原 尚子 

平成 25年 4月 1日付で着任 

 

 

図書職員 

森 泰人 

放送大学イメージキャラクター まなぴー 

-10- 



 

 

 

 

  

  

 

※行事予定の詳細は、ホームページや学内掲示板、 

まなぴー通信等で随時お知らせします。 

岡山県立美術館見学講座 

日時〆平成８月４日„日‟10:30～12:00 

場所〆岡山県立美術館[定員:40名] 

内容〆｢永青文庨 細川家の名宝展｣です。 

第２３回 赤レンガフォーラム 

日時〆平成２５年８月１７日„土‟13:30～(予定) 

場所〆岡山学習センター６階 講義室１ 

第 1部 特別講演 

第 2部 赤レンガセミナー受講生のレポート発表 

※フォーラムの後は懇親会の予定です。 

 

赤レンガセミナー 

「レポートの書き方」説明会を開催！ 

日 時〆平成２５年９月７日(土)14:00～15:30(予定) 

Anniversary 

学ぶ。世界が変わる。 

 

学生研修旅行 
※日程は調整中です。 

企画･実施等、学生の皆さんが主体の研修旅行です。 

岡山大学 大学祭 
期 間〆11月 2日(土)～4日(月) 

 
 

岡山県立図書館連携講座のご案内 

 

 

第２２回 赤レンガフォーラム 
日時〆平成２５年２月１6日„土‟13:30～17:00 

場所〆岡山学習センター６階 講義室１ 
 

《第 1部 特別講演》 

演 題 ｢2〃3世紀の吉備と大和-著墓古墳〃楯築墳丘墓〃卑弥呼の考古学｣ 

講 師  春成 秀爾 氏(国立歴史民俗卙物館名誉教授々総合研究大学院大学名誉教授) 

 

《第 2部 同窓会主催講演》 

第 1話 演題〆｢自己実現への挑戦-60歳はまだ若い、夢を持ちたい-｣ 講演者〆河上 勝利 さん 

第2話 演題〆｢テゖートリー精油を使ったマッサージがストレス軽減と免疫力に及ぼす効果について｣ 講演者〆浅田 昌古 さん 

 

《第 3部 同窓会主催懇親会兼送別会》 

開催場所〆岡山県立図書館 2階 デジタル情報シゕター 

参加費無料。お申込みは岡山県立図書館(TEL〆086-224-1286 FAX〆086-224-1208)まで 

岡山県北部地域における学習拠点形成事業ミニシンポジウム 
日 時〆平成 25年 3月 3日(日)     場 所〆岡山コンベンションセンター301会議室 

演 題〆｢これからの地方行政-地域主権を実現するために-｣ 

パネリスト〆中村 良平 氏(岡山大学経済学部教授)  平野 正樹 氏(岡山大学経済学部教授) 

     築島  尚   氏(岡山大学法学部准教授)   釣   雅雄 氏(岡山大学経済学部准教授) 
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日　時 講　座　名 講　師

平成25年6月15日(土)13〆30～15〆00 ｢酵素の話｣ 虎谷　哲夫　先生

平成25年7月13日(土)13〆30～15〆00 ｢認知行動療法の科学と方法｣ 岩佐　和典　先生

平成25年9月14日(土)13〆30～15〆00 ｢データ分析力々クリテゖカルシンキングについて学ぶ｣ 山田　剛史　先生

平成25年10月19日(土)13〆30～15〆00 ｢半導体の世界｣ 上浦　洋一　先生

平成25年11月16日(土)13〆30～15〆00 ｢公法と私法ってどういう意味？｣ 岡田　雅夫　先生

平成25年12月14日(土)13〆30～15〆00 ｢クリスマスソングと英語｣ 服部　美佳　先生

平成26年1月11日(土)13〆30～15〆00 「統計グラフの功罪」 垂水　共之　先生

平成26年2月8日(土)13〆30～15〆00 「毛管防根給水紐を用いた給液栽培システムの開発」 桝田　正治　先生

平成26年3月8日(土)13〆30～15〆00 ｢地球の気候変動と二酸化炭素｣ 酒井　貴志　先生



 

1日(土)第 2学期 学生募集開始(web) (～8/31) 

4日(火)通信指導提出期限 

15日(土)第 2学期 学生募集開始(郵送) (～8/31) 

     県立図書館連携講座 

1日(木)・3日(土) 単位認定試験(学部) 

2日(金) 臨時閉所日 

4日(日) 臨時閉所日・美術館見学講座 

6日(火) 臨床心理査定実習(2)(1年次)(～8/8) 

8日(木) 体験入学 

9日(金) 臨床心理査定実習(2)(1年次)(～8/11) 

15日(木) 第 2学期 科目登録申請開始 

     (郵送:～8/30<本部必着>、web:～8/31 18:00まで) 

17日(土) 第 23回 赤レンガフォーラム 

18日(日) 体験入学 

20日(火) 研究レポートⅠ提出期限 

修士論文中間報告(研究レポートⅢ)提出期限 

22日(木) 体験入学 

23日(金) 臨床心理実習・集中面接授業(2年次)(～8/25) 

24日(土)・25日(日) 修了認定試験(教員免許更新講習) 

30日(金) 第 2学期 科目登録申請締切(郵送) 

31日(土) 第 2学期 学生募集締切 

      第 2学期 科目登録申請締切(web) 

6日(土) 体験入学 

11日(木) 室外貸出停止(大学院) 

12日(金) 室外貸出停止(学部) 

     教員免許更新講習 インターネット配信開始 (～8/25) 

13日(土) 県立図書館連携講座 

14日(日) 体験入学 

22日(月) 夏季集中科目 放送授業開始 (～8/8) 

     教員免許更新講習 放送授業開始 (～8/15) 

25日(木)・27日(土) 単位認定試験(大学院) 

26日(金)～8月 3日(土) 単位認定試験(学部) 

1日(火) 第 2学期 放送授業開始 

5日(土) 岡山大学附属図書館利用ガイダンス(予定) 

6日(日) 平成 26年度 修士全科生筆記試験 

18日(金) 単位認定試験課題提出期限(司書教諭) 

      面接授業追加登録空席発表 

19日(土) 県立図書館連携講座 

24日(木) 面接授業追加登録開始 

7日(土) 赤レンガセミナー 

14日(土) 県立図書館連携講座 

22日(日) 第 1学期 卒業証書・学位記伝達式 

     第 2学期 入学者の集い 

27日(金)・28日(土) 単位認定試験(看護) 

月 火 水 木 金 土 日

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23/30 24 25 26 27 28 29

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

面接授業 単位認定試験 閉所日
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